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甲南高校図書館だより

だんだん日も短くなり，過ごしやすい気候になってきました。まさに，読書日和ですね。

１・２年生は今のうちにいろいろなジャンルの本に親しみましょう。そして，勝負の時が近づ

いている3年生。日に日に小論文や面接等での情報収集・問い合わせがを増えています。早め

に来館して相談してください。

本は大切に！気持ちよく！

2学期になって，何件か残念な本が返却されました。

ひとつは，濡れてそのまま乾いてページが波打ってしまっているぱ

りぱりの文庫本。（写真左）

もうひとつは，触るとじわっとくるくらい濡れてしまっている文庫

本。（写真右，処置済み）

どちらの本も返却箱に入れられていました。

生徒・職員みんなが利用する本です。取り扱いは丁寧に！
そして，もし汚したり濡らしたりしてしまった場合は，直接図書

館に持参して説明しましょう。以前も説明したと思いますが｡濡れ

た本は何もせず急いで図書館へ。波打たないように処置します!!

あわせて｡返し忘れている本はありませんか？特に，3年生！一

度，周辺に借りたままの本がないか確認してください。

「図書館戦争シリーズ」「火花」「君の膵臓をたべたい」を借りて

いる人！次に読みたい人が待ってます。読み終わったら急いで返却

をお願いします。

読書週間です！

読書週間について
終戦の２年後の１９４７年（昭和２２年）、まだ戦火の傷痕が至るところに残っていると

き、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決意をひとつに、出版社、取次会社、

書店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・放送のマスコミ機関の協力のもとに、第１回

「読書週間」が開催されました。

第１回の「読書週間」は１１月１７日から２３日。これは１１月１６日から１週間にわたっ

て開かれるアメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィーク」にならったものです。各地で講演

会・図書に関する展示会が開かれ、その反響は大きなものでした。「一週間では惜しい」との

声を受け、現在の１０月２７日から１１月９日（文化の日をはさんで２週間）となったのは、

第２回からです。

それから６０年以上が過ぎ、「読書週間」は国民的行事として定着し、日本は世界有数の

「本を読む国民」の国となりました。その一方、物質生活の豊かさに比べ精神生活の低迷が問

題視されている昨今、論理的思考の基礎となる読書の重要性は、ますます高まってきていま

す。

本年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりの読書への関心と、読書習慣の確立の契機とな

ることを願ってやみません。 （読書推進運動協議会HPより）

手をかけて

時間もかけて

体重もかけて・・・

濡れた本を波打たせず

に乾かします。



みなさん，ご存じのとおり，図

書館には4紙の日刊新聞がありま

す。

「南日本新聞」「朝日新聞」

「毎日新聞」「読売新聞」です。

みなさん、読んでいますか？
図書館では，4紙の「社説」を

1ヶ月の一覧にまとめています。

「社説」とは・・・「新聞・雑誌

などで，その社の主張として載せ

る論説。」（大辞林）「新聞・雑

誌などで，その社の責任ある意見

および主張として載せる論説。」

（大辞泉）で，どの新聞も3～５

面あたりに記事が載っています。

一覧表はいつ，どんな事が話題

になったのかを探すのに最適で

す。小論文・面接対策やKI・W-

KIの情報収集にも役立ちますの

で，活用しましょう。一覧は図書

館内の新聞コーナーにあり，必要

な月を自由に持ち帰ることができ

ます。
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クラス別貸出冊数（９月）

読んでみよう！
南日本新聞2015/10/26より

1年 ５７５冊

2年 ２５１冊

3年 １３０冊

１－６が貸出トップの理

由は，図書館に一番近いク

ラスだから!？


